
森の恵み：
アジアの食べ物、香辛料、
工芸品と樹脂

チトラリ・ロペス 
パトリシア・シャンレイ 
編

藤間　剛
太田誠一
福島万紀
監訳



Oecophylla smaragdina Fabricius

クロト、アリの幼虫とサナギ
インドネシアの事例  ［Nicolas Césard and Irdez Azhar  著、 
屋代直樹  訳］



��

クロトに捧ぐ賛美の歌：鳥の食糧の微妙さ

クロト（Kroto）とはアジアのツムギアリ（主に、Oecophylla smaragdina）の幼虫とさなぎをまと

めたジャワ語だ。この混合語は、アリの幼虫は釣りのえさとして、また鳴鳥の歌声を向上させるた

めの栄養補給の定番として、インドネシアの鳥類愛好家や地域の漁師によく知られている。鳥類

愛好家たちは、より美しい囀りを聞いて満足し、鳥の鳴き声の競技で他の鳥達に競わせる準備の

ために、自らの可愛がるペットに、たんぱく質やビタミンに富んだクロトを与える。

ツムギアリはインドからオーストラリア、そしてインドネシア群島全域の海

岸地域、二次林*や植林地など広範囲の生息地*に見られる。彼らは、ほ

ぼどんな種類の木にも進入することができるが、ジャックフルーツや

マンゴーのような果樹をより好む傾向がある。一つの群れは一本の

木、もしくは数本の木の異なる巣を占めていることがある。最も高

い位置の巣に女王がおり、その卵は近くの別の群れに配られる。

ツムギアリの巣は−その名のとおり−アリの巣の中でも最も複

雑な部類に入り、Oecophylla種はよく発達した幼虫の絹腺を使

って、生葉を一緒に編みこんだ巣を作る。

アリの巣の収穫

ジャワ島やスマトラ島では、年間を通してクロトが収穫され売ら

れている。クロトの収穫は孤独な仕事であり、宿主である木＊の特

定から始まる。乾季の間には資源は多くないが、雨季には高品質で

高い値のつく、米に似たより小さな幼虫が多く見られるようになる。

クロトに対する需要と競争が近年増加したため、過剰な収穫がな

された地域では、採集者たちは結果的に非常に少ない幼虫しか見

つけられない。カゴをいっぱいにするために、彼らはアリの個体数の回復に影響を与えるほど短

い周期で、宿木での作業を繰り返す。収穫圧が小さければ、アリたちは通常きわめて早く再建、回

復する。小さすぎたり、高すぎたり、その他の理由で触れるのが困難な巣は、そのまま残される傾

ジャワ全域で、捕らえられた
鳥は美しい歌をうたい、飼い
主の家庭内に平和で幸せな
雰囲気をもたらす。また、鳴き
鳥の飼育は飼い主に社会的
評価を与えてくれる。
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向にある。しかし、採集者たちは次回以降の遠征に備えてそれらの位置を覚えており、アリたちが

より取りやすい位置に巣を移したり、新しい巣を作ったりするのを2週間ほど待つ。

市場へ

這い回る幼虫の塊を抱えたバスの乗客の隣

に座ったことがあるだろうか？

クロトがその新鮮さを保っていられるのはわ

ずか2日間ほどなので、取引業者たちは毎日箱

を町に運ぶ。需要の増加と経済的必要性のた

め、地元の取引業者は1日あたり10〜30kgを市

場へ持ち込む。彼らはまた、採集者の作った6ヶ

月間保存が可能な乾燥クロトも扱うが、新鮮なク

ロトの半値にしかならない。

アリは昼間大変活動的なので、採集は早朝に行われることが多く、採集者は1ヘクタール当たり 
6〜8本の木から採集する。新鮮な葉で出来た最も大きな巣は30から60gの幼虫を含み、かき入れ時 
（6〜8月）になると、一人当たり2kg以上も採集する。

5m以上もある竹の棒を用いて巣を突き刺
し、押し開き、それから棒の真下に付いた円錐
型の米袋の中へ振り落とす。幼虫を傷つけな
いように注意しながら、採集者はこの作業を数
本の宿木で繰り返す。
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生鮮産物の急速な質の低下と即時の輸送の

必要性は、クロト販売の最大の障壁だ。かき入れ

時には、取引業者は1kgあたり1.2〜1.4ドルを収

穫者に支払い、1.6〜1.7ドルで卸売商人に売る

が、輸送費を差し引くと利益はほとんどない。ジャ

カルタの市場では1日におよそ100kgのクロトを

1kgあたり3.5〜5.0ドルで売り、卸売商人がクロト

取引における主な受益者になる。より多くのお金を

稼ぐために、新鮮なクロトへより多くのお金を払う小

売商人に、自分達の日々の収穫物を直接売る採集者も

いる。

イスラム法によるとクロトは忌むべき資源で、人も動物も食

べるべきではなく、その販売で得られたお金は「汚れた金」と考

えられている。しかし、多くの採集者にとって、クロトは重要な、

時には主要な収入源で、貧しい人々が無

料の資源からお金を稼ぎ出せる数少な

い方法の一つとみなされている。採集

者たちは得たお金を食べ物や衣類、

教科書などの生活必需品を買うため

に当てたり、より生活が厳しいとき

のために蓄えたりする。農民も、2回

ある米の収穫期の間に特別収入

を得る方法としてその資源を集

める。

収穫物のほとんどを購入する地域の業
者の家で、採集者はクロト幼虫から残った
アリや残骸を分け、クロトを1kgの竹箱に詰
める。

最初の採集の60％以上は採取地
から家までの輸送の間か、もしくは仕
分けの間に失われてしまう。新鮮なク
ロトは洗浄と等級付け以外の作業を
ほとんど必要としない。




